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Burgers方程式の解の漸近挙動について

数学専攻 児玉 侑子
指導教員 加藤 圭一

次の Burgers方程式の初期値問題

(IVP)





∂tu− ∂xxu + u∂xu = 0, x ∈ R, t ∈ (0, T ),

u(x, 0) = u0(x), x ∈ R

の解の漸近挙動について考える．
空間２次元の渦度方程式の初期値問題





∂tω −4ω + (u,∇)ω = 0, x ∈ R2, t ∈ (0, T ),

u = K ∗ ω, x ∈ R2, t ∈ (0, T )上,

ω(x, 0) = ω0(x), x ∈ R2

においては，スケール変換した関数族 {ωk}が k →∞とするときmg (m =
∫
R2 ω0dx)に t = 1で一様収

束することを示すことによって，総渦量
∫
R2 ω(x, t)dxが十分小さいときの 2次元流の渦度が時間無限大

で漸近的にmgに近づくことがY.Gigaによって知られている ([1])．
ただし， div u = 0，K(x) = 1

2π (− x2
|x|2 , x1

|x|2 ) (x 6= 0)，g(x, t)はGauss核である．
そこで，(IVP)の解 u(x, t)に対し，

uk(x, t) = ku(kx, k2t) (k > 0)

とスケール変換することにより上記の考察を適用したところ，Burgers方程式の解の漸近挙動に関する
以下の結果を得た．　　　

定理 関数 uは初期値 u0 ∈ C0(R)の (IVP)の解を表すものとする．m =
∫
R u0(x)dxとする．　

このとき，ある正定数m0で，|m| < m0ならば常に

lim
t→∞ t

1
2 ‖u−mφ‖L∞(t) = 0

を満たすものが存在する．ただし，φ(x, t)は

φ(x, t) =
1√
t

(eM/2 − 1)e−x2/4t

√
π + (eM/2 − 1)

∫∞
x/
√

4t e−ξ2dξ

(
M :=

∫

R
φ(x, t)dx

)

とする．
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